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數種窒素質肥料の桑樹に依る窒素利用率に就て

On the nitrogen utilization of several nitrogenous 

manures by the mulberry trees.

小林重男

緒　　　言

川瀬博士、須田圭二氏（2ηま1佃灘縛門撃校に於て侵年ノ擢亘り桑樹の肥料利用率鴫謝する

研究を行ひ報告せられ、叉農林省獄業試験場③1で於て瞬慧業試瞼場日野桑園、獄業試験場撚本

支場構内桑園及び笹部桑園の普樋桑園で就て各種窒素質肥料の肥効調資を長年月teEb行ひ共

窒i素利用率を報蕾せられたり。

　肥料の桑樹に依る利用率は肥料の種類、施肥最、氣候、土質、桑樹の品種牧穫方法等の差異

により異なるを以つて此等に就き研究する事は肥料の償値判定及び桑園施肥最決定．h璽要なる

事項なりと信す。

本試験に於ては肥料中使用藪量最も多き撒種窒素質肥料に就き窒素利F陣の研究を行ぴ・本

場に於て目下試験績行中なる桑園施肥標準調益に於ける施肥量決定の参考に供せんとす。

　本試瞼を施行するに當り本場松山場長よりは試験實施i濁汝御配慮を、岐阜縣岐早獄業試瞼

場加藤披師には種々御指導を、本場桑園部の諸氏よりは桑樹の管理及び調査に關し御助力を1嚇

はりたることを深く感謝するものなり。

M　試験方法及び桑樹の準備

試験方法は川瀬博士の方法を滲考にして行ひたるものにして其方法は次の如し。

1．供　試　土　壌

　本場内に於ける10年以上無栽培の洪積贋火山次土壌を用ひ共化駆的組威及び機械的組成は本

場報告第3魅第7號（1）に登載せりQ

2。供試恭ツF
　桑樹はポツトに栽植供試し、ボツトの大いさは内穣約30cm．深さ約60cm．（圃積10アー’7vの

13868分の1、内容積2萬分の1、ワグネルボツ1・の約3倍）有底維封無洩水の陶製にして底

部の側面に有栓排水口を設け灌水用として硝子管（内径1．5　cm．）をボツトの内側に立て開口

をポツト底部に逮せしむ。ポツトに土壌を填充するには先、底部に水にて良く洗へる砂利を厚

さ約4，5cm．（璽量約4．9k9・）を入れて灌水管を立て其ヒに約45k9．の土壌を填充せ゜り。

3，供試　桑樹

　桑品種は白芽魯桑接木繭を用ひ、昭和7年3月20日栽植し1～2男撞生長せしめ6月15日新

梢約10cm．に逮せる時摘芽して再獲芽せしめ枝條の増加を囲り3～4芽を育放せり。昭和7年

の桑樹の放長は準均樹長68cm．に達せ・りQ昭和8年に於ては5月27日春刈を行ひ1ポツト當墾
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均牧穫量は全芽量195．．Og．枝條量120．5g．にして共後獲芽せるものは芽の整理を行ひ3芽を

獲育せしめたり。

4．試験優及び供試求ツト撒

　試験匠はi次の如し。

　封照1蔑：無肥料とす。

　厩肥颪：馬糞を基本とし製造ぜるものにして良く細粉し供用す。

　硫酸安母賦：化墨用硫酸安母を供用す。

　爾酸曹達匿：化塵用硝酸曹逮を供用す。

　人糞尿麗：本場生産の入糞尿を供用す。

　大豆粕涯：豊年製油株式愈批製造の豊年撒豆粕を供用す。

　供試ポツト撒は各颪3個にして豫め桑樹の樹勢均学と認められ允るポツトを特に選定し試験

着手営時各ポツトの枝條長を測定しこれによリポツトを組合せ各匠供試桑樹の総枝條長を略同

一とし試瞼を開始せり。

5．肥　　　料

昭和7年は各ポツト同檬に次の如き肥料を用ひ桑樹を獲育せしめたり。

　　　　　　　　　　　第1表　昭和7年施肥母及施肥ll欄

肥　料　種　類

厩　　　　　∬巴

茶　種　油　粕

渦燐酸石次
硫　酸　力ll里

硫　酸　安　゜母

炭　酸　石　次

　　計

第1回

4月1EI

錦2回

6月20日

349．9　　』

10。0

7．0

1．3

7．4

14．0

8．0

2．8

0，5

2．0

第3圓
7月25日

合　　　　計

ご　　　349．§

28．0

7．0

46．0

9．8

1．8

16．4

N

　93，00
2．57

3．33

8，90

P、。511〈、o

　92．02

LO8

L51

4，61

　94．82

0．79

O．92

6．53

　昭和8年は春期無肥料にて牧穫し7月10日桑樹各枝條の頂葉2～3葉を各鷹一様に幾し下葉

は全部摘藥し各試瞼匿の施肥を行ひたり。肥料は施與量を等分し7月10日、8月29日の2回に

分施し、燐酸及び加里、石次は窒素の施與彙に封し不足の無き程度に施用せり。

　1ポツト當り施肥量を示せぱ次の如し

　　　　　　　　　　　　第2表　昭和8年各試験醸施犯鑑及施肥時期

試　瞼　腿

謝　照　1蚕

厩　川巴　匿

肥料・名 施與敬童及び施奥時期
7月10日「8月29日　1　計

一1
厩　　肥

燐駿曹逮

硫酸力哩

潰酸石茨

合　　計

判
309．00

　1，85

0・42

6。37

N

馴　馴　iT
309．00　　　　618．00

　工．85　　　　3，70

　0．42　　　　　　0．84

　6，37　　　　　12．74

4，51

4．5コ．

P205

』

1，77

0．72

2．49

K20　　　CaO

9　　　　　　9

2，66　　　　　一

O，41　　　　　漏

　一　　　　7．00

3．07　　　7．GO
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硫酸安・母匠

石i撒曹逮匿

人糞尿N

大豆粕匠

硫酸安母

燐酸曹漣

硫酸加里

淡酸石次

合　　計

硝酸曹癒

燐酸曹蓬

硫酸力哩

炭酸石茨

合　　罰愚

人糞尿

燐酸曹蓬

硫酸加里

炭酸石次

合　　計

大豆粕
燐酸曹選

硫酸力n里

炭酸石灰

合　　骨卜

10．55

6．40

2．98

6．37

13．79

6．40

2．gs

6。37

310
　（cc・）

5．50

2．49

6．37

28．o「3

4．31

1．41

6．37

10．55

6．40

2．98

6，37

13，79

6．40

2，9S

6．37

310
　coc・）

5．50

2。49

6．37

2S．53

4．31

1．41

6．37

21．10

12．80

5．96

ユ2．74

27，58

12．80

5．96

12．74

　620
　（ce・）

11．00

4．98

12．74

57．06

8．62

2．S2

12．74

4，40

4．40

4，50

，訓

2．50

2，50

・，・・

堰E・5・

4，40

4．40

4．11

4．11

0．36

2，15

2．51

O．82

1．6S

2，50

3．01

3．01

3，01

3。⑪1

0．49

2．51

3．00

1．3Q

1。42

男．72

7，00

7．00

7．00

7．00

7．00

7．oo

7．00

7、00

昭和9年は方齪捕はす昭和8年に施輿せる肥料磯肥によ嫌樹を囎せしめだり・

　　　　　　　　　　　　　　　6．ポットの管理

　ポツトの管理は本場報告第3聡第7號所載（1）の方法に準琶て行ひ夏期高温なる場合はボツト

の周勲麟にて覆欝耕水雄オくして冷却せり。ポツトの灌水醐子’es・as上の融を水糟

に貯水せるものを水分の不足なき檬供給せり。

　　　　　　　　　　　　　　　II桑樹の登育

昭和8年試駿開始當蹴りの桑樹a）囎は次の如くにして供試ポツト3個の細嫌蹴以つ

て示せり。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　錐3表

扇トこ塾遡陣釧・唾⊥工塵垣⊥童堕」鯉蛾製旦斗3興、一

　　　　　　　　　　　　cm．
劃・　　　照　　　　蔽　　　　210

厩　　　肥　　　　1鉦　　　　210

硫　酸　安　母　匿　　　　211

了蒋　　酸　　r曹　　建　　　匝　　　　　　　214

人糞尿匝　211
大　　豆　　粕　　匪　　　　207

cm．
217

2】7

268

269

253

221

c　tll．

214

265

459

430

427

350

cm，
2ユ5

268

597

517

535

49，　3

cm．
215

26s

643

555

554

532

Cm。
2ユ6

275

651

560

55S

540

Ctn．

218

2ss

661

562

559

543

昭和8年は硫酸安砥匠最も良く焚育し硝酸曹蓬1砿人糞尿旺．大豆粕匠とれに次ぎ厩肥匠及

び封照匿の磯育は不良なり9
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　昭和9年の券期は其儘獲i芽せしめ5月28日牧穫を行ひ其後護育せ・るものを昭和8年岡様芽を

整理して3芽を生長せしめたり。8月に入りては殆んど発部停止芽となり葉色は黄攣せり。

　各匠の総枝條長は次の如し。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第4表

㌃京r－一遡鯉1・月・9H・月…レ月・9・1・月・・1・月・rll　l・月・3・

封　　　照　　　　1亜

厩　　　肥　　　選

硫　酸　安　母　慨

趙　酸　曹　蓬　1畷

人　糞　　尿　置

大　豆　　粕　　腿

Cm．
Z40

255

143

208

175

217

Cm．
158

260

14S

212

176

2ユ8

Cll｝。

170

263

152

215

177

220

XXI　放獲量及窒棄利用率

Ctn．

179

264

153

215

177

220

CIU．

180

264

155

215

177

220

crn。

180

264

157

215

177

220

　桑葉、枝條及び根は次記の如く牧穫を行ひ分析材料は少量なる場合は全部の牧穫物を探取し

1多量なる場合はこれをよく混合して一→定量を探取分杯に供したり。桑葉は70℃内外にて乾燥後

細粉し、枝條は細切しよく幌合して粉碑を行ひたの。根は粉碑混合の便宜上株及び苗木の生長

肥大せる部分と細根とをよく切離し別々に分折材料を探取し枝條の場含と同様に分析材料を調

製せり。

　各牧穫期の牧穫量及び窒i素利用率は次の如し。

　　　　　　　　　1，昭和8年秋翼期桑葉牧穫量（第1作）8月13日

　桑葉の摘葉程度は各廠共頂葉5葉宛淺し下葉は全部葉柄の基部より摘葉せり。

　省各ポツト牧穫量は附表第1表に示せゆ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第5表

・・　　別ll勤雁画臓撒安關1・購灘脚圃畑幅
1ボツト亭均新鮮物牧穫黛暮．

1ポツト単均乾物牧離彙9・

牧穫物巾の全窒素量9・

封照蹴より櫓牧窒素量9．

窒　　索　　利　用　華　％

15．7

5．08

0．0737

33，3

コ0，75

0，16S8

0。0951

2，92

168，3

44，72

　0．9928

　0．9191

20，89

130．0

39，42

　0。9737

　0，9000

20，00

2．　昭和8年晩秋慧期桑葉牧礎量（第2作）10月11Ei

139．3

3S，38

　0。6755

　0．6018

ユ3。68

工48．0

47．75

　0．8225

0．74SS

ユ8．22

　桑葉の摘葉程度ぱ各1爵共披條の頂端に存する小形の浩葉1～2葉を礎して全部葉柄のi砦部より

摘葉せゆ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第6表

薄、　’別　鋸圃厩隔餓母幽酸曹副燐尿国畑拠
1ポツト耶均新鮮物牧穫it　9．

1ポツト単均乾物牧穫彙9

牧穫物中の全窒素kg．
劃照・嘔より櫓牧窒索蚤9．

窒　　素　利　　用　率　％

28．3

10．44

0．1670

3S．7

コ2，86

0．3176

0，1506

3．34

136，3

39，51

　ユ，133i）

　O．9669

2ユ，9S

ユ04．7

30．08

　1，0077

　0．S407

1S，68

58．7

18．65

0．4178

0．2r）08

5．70

71，3

22．e4

0．6S99

0，5229，

12．72、
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3．昭和9年春翼期牧穫量（第3作）5月26日

春願期は桑葉、新梢、枝條を分ち牧穫せり。　　　　　　　　　　　　　　　　　剛

　　　　　　　　　　　　　　　　　a．桑　　葉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第7表

畷　勇［1封簾陣露塵壷亜墾醐人郷降躯
1ポツト準均新鮮物牧穫量9・

1ポツト李均乾物牧穫最9・

牧穫物申のゑ窒i素量9・
封11朕匠　よ　り　櫓牧窒索歪致9・

窒　　素　　利　　用　　串　％

29．3

8．03

0．1767

83．3

23．37

0．5656

0．38Sg

S．62

b．新　　梢

L　　　、　　　　　　　　　　　第8表

127．3

37．25

　0．6668

　0．4901

11．14

137。3

40．01

　0．8562

　0．6795

工5．10

93．3

27．30

0．4859

0．3092

7。03

144，3

44．S6

　0，75S1

　0．5814

工4，15

旺　ny1・幽脳颪肥蹴㈱壷・囎劇人郷L埜嘔
1ポ。ト鵬新鰍轍灘9．14．3

1ポツ1・雫均乾物牧穫va　9・　　0・89

牧穫物中のth窒＊麓9・，　0・0126

封照厄よb囎牧窒素彙9・　　　一

窒　素利　用　eq％1　一

23．0

4，37

0．1005

0．0879

ユ．95

28．7

6．08

0．1228

0．1ユ02

2．50

c．枝　　條

　第9表

37，7

8．19

0．1507

0．1381

3．07　，

ユ7．7

3．92

0．0682

0．0556

1．26

35，0

7．85

12，32

0．1ユ06

2，69

…　　ザ1熱匿陣脹隊畑・擁曹細燐劇畑・醜
1ポツト2納新鮮物牧穫量畠 14．0 2S．7

褒

1ポツト李均乾物牧麓量9・ 6．33 11．39 6

牧痙物中の全蜷素澱9 0．0373 0．0809

封照匿より堰牧窒素量昏 　
0．0436

窒　素　利　用　寧％ 一
0．97

138．7

63．87

　0．3385

　0。3012

　6，S5

111．3

48．13

　0．2b‘　93

　0．2420

　5，38

86．7

41．男7

0．1733

0、ユ360

3．⑪9

104β

45．87

　0。2431

　0．2058

　5．01

4，昭和9年秋獄期桑葉牧穫量（第4作）8月29日

r牧穫時に於て既に全部停止芽となり磯育せす。各枝條の頂葉3藥宛を淺して葉柄の基部より

摘葉せり。各匠牧穫量は謝照斑の牧穫量と大差なき迄接近し來れり。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第10表

1・　　・－i蹴櫃陣躯1撚璽壁酸曹制燐尿囲畑・躯

1ポツト年均新鮮物収穫蝕9

ユポツト李均乾物牧穫彙9・

牧穫物中の全窒素量9・

封照甑より柵牧窒索母9．

蜷　　素　　利　　用　　肇　％

27．3

9．45

0，1361

44．3

15．34

0．2424

0．1063

2．36

32．7

11．27

0．1S71

0．0510

1．16

41，0

14，23

0．2291

0．0930

2．07

25．7

9．18

0．1570

0。0209

0．48

35．7

12．21

0．19．　29

0．0568

L38
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5・昭和9年晩秋獄期桑葉牧穫量（策5作）9月30日

秋鶯期摘葉せすして淺i漿せるものS／1ト新たに獲育せるものなく全部摘葉せり。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第11衷
　・一一一n・t－一一一一t－一一一　．一一一・一一一一一一一．一一一一＿一一＿一一一，＿＿一＿＿一＿＿＿＿＿＿．一＿＿＿＿＿．＿＿＿一

磁’ @　”・1熱匿陣肥酬硫鰍母即騰誠燐賊畑姻
1ポツト挙均新鮮物牧穫貴息．

1ポツト亭均乾物牧穫量9．

牧穫物中の全窒素量9・
i封照腿よ1り」曾収窒素鳳9，

窒　素　「利　用、率％

15．Q

5。62

0。1016

19．7

7，37

0．1474

0．0406

0．90

17．3

G，42

0．1297

0．0229

0，52

19．7

7．33

0．1437

0．0369

0．84

18．0

6．70

0，ユ286

0．021S

O、r）O

20、7

7．ss

O．1546

0．0478

1，工6

一桑樹の獲育は既に8月に至り停止し晩秋の牧秦量も各1亜間に於て大差なきに至り前年¢淺肥

は始んど利用し盤されたるを以つて本試験は之を以つて打切り桑樹はポツトより抜き取り枝條

及び根の調査を行へり。根は抜根後良く水洗し風乾するを待ちて枠量せり。

6．試験絡了後の枝條及び根量　（調査月日コ1月13日）

a，枝　　條

　第12表
＿＿＿＿一．＿＿＿．一＿．一一一＿．．＿一＿．．．＿＿＿一．一、

@＿・．。一・、婁一．＿篶難一＿瀞扇一韓＿＿一盟一＿　　　＿＿　　1・・　t－．＿　　　．9＿同

腿『 @．用¶蹴嘔厩肥劇硫酸安剛徽曹綱燐尿圃畑白置』

1ポツト型均新鮮物牧穫鍛9・

1ポツト李均乾物牧穫澱9，

珂父穫物中の全窒聾§澱9・

鯛・照1躍よb3曾牧窒素鍛9．

窒　　素　利　　用　　碓　％

8，7

3．43

0，0294

24．0

9．99

0．0669

0．0375

0．83

ユ4。0

6．11

0．0477

0．OI83

0．41

21．7

9．23

0．061S

O．0324

0，72

b．　太根（株及び桑幽の肥大せる根部）

　　　　　　第13表

11，7

4，55

0、0319

0．0025

0．06

17．0

7．10

0，0511

0．0217

0．53

・・ @　洌腫聡陣躯融獅輝離曹酬人糞尿副大豆櫃
ユポツト軍均新鮮物牧穫燈9・

1ポット亭均乾物牧穫燈9．

収穫物中の全窒素最9．
蟹ミ「」療睡こよ　リ　メ曾1hr窒素量9．

窒　素　利　用　尋葺％

118．0

55．76

　0，2788

ユ32，7

59．57

　0．3395

　0．0607

　1。35

］74．7

80．66

　0．3872

　0，1084

　2．46

’　　　・C．細　根
　　　　　　　第14表

ユ54．3

68．SO

　O．3784

　0。0996

　2。21

159．0

74．97

　0．3674

　0．⑪886

　2．01

177．0　　　　　　’

SLO1

　0，3969

　0。ヱ1SI

　2、87

畷　　別一固照刺厩舗1硫醐・脳轍纏隣尿1司燃白匿1
1ポツ　ト21£∫句新鮮ぜ勿牧穫蓋t9．

1，Kツ　ト亭∫eJ乾生勿牧穫量9・

牧穫物中，の全鐡素量昏

劃照颪より欝牧窒素量昏，

窒・素、利」目　禁　％

112．7

40．96

　0．2867

ユ25．0

43．21

、0，3500

　0．0633

　1．40

170．7

59．2S

　O．4387

　0．ユo「20

　3、45

1Z8．0

47．35

　0，3741

　0．0874

　1．94

137．3

50．43

　G．3530

　0．0663

　1．51

1，go．0

44．94

　0．3371

　0．0504

　1．23
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　次に各匝の甥照匿より増牧量及び窒素利用率を示せぽi次の如し。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第15表

年　度

口召lill　S年

昭利g転

秋慧期1桑葉

晩秋i圏期桑葉

」翻期儲

　　　枝　條

秋銀期桑　葉
　　　「

晩秋懲期桑漿

　　　な　　

羅了雛根
　　　卜・根

」賜聰1」塑㈱・ガ

0．0路51

0．1506

，㌘、、

3．34

0．晶91

0．9669

二翌雪酸曹逮歴　　一一人』糞尿磁－一　大，謙＊白一颪『

渕’照匿よ

り檜牧
窒素盤

0．3886！8．620，4901

0．0879　　1．95　　0．1102

0．0436　　0．97　　0，3012

O．1063

0．0406

2．36 O．0510

0．90　　0．0229

0．0375　　0．83　　0．01S3

　　　1．　oり　　
°・°633奄P・4°°・152°

　％　　　　9．

20．89　　0，9000

21．98 0，8407

11．14　　0．6795

2，50　　0，1381

6．85　　0．2420

1．16　　0．0930

0，，52　　0．0369

0．41　　0。0324

2．46　　0．0996

3．45　　0。0874

Il　ll　ll　l

翁繭響鱗響鱗
k’1．／i

＿＿＿．窒墜豊＿＿達．i嚢一彙一ぼ＿［f｛
，。f。。

18．68

15，10

3．07

5．38

2．07

0．82

0，72

2，21

1．94

0．誌、8

O．2508

0．3092

0．0556

0．1360

0．0209

0．0218

0．0025

0．0886

0，0663

　％　　　　9．

13．68　　0．7488

5．70　　0冒5229

7．03

1．26

3．09

0．48

O，50

0，06

2．Qユ

ユ，51

0．5S14

0．1106

0．200「8

O．0568

0．0478

0．0217

0．1181

0．0504

、8包2

12．72

X4．15

2．69

5．01

1，38

1．16

0，53

2．87

1，23

・ポ・蹴與鋼r・・馴・・葦bl・馴・・馴・．塁「

以上の成績に依ると窒素棚陣は硫酸安畷も大にして轍曹逮これ厭獣差なく大豆粕

人糞尿・厩肥の順剛・勧・期巴効の出現観ると轍珊講酸醗、大豆粕、人蘇は昭

和8鰍糊及び附灘に大‘；・の繭棚はしたるも厩肥は肥効の長槻逓催敵至蜥く
肥効を現はぜるを見るなり。

合　　計1・°Zi’9Lill51°3：－s－33・14・犯二363・・49－81・・553・i…3・1・翻「薦6

　　　　　　　　　　　　　　　　1v　考　　　察

川瀾士及び郷眠の桑棚巴料棚」取珊究観るi・これにイ蜘せるポハは酪3尺深さ

4尺の土管（無底）を用ひ聯3鰍駒藤樹欄後6鱗1、獅回識は楢』後8・i・Fl｝，何
れも桑樹の獲育が固定せる蒔期に於て試験を開始し地ヒ部の牧穫物tcつきてのみ肥料の利用翠

を計算せり・本試鹸の如く小型ボツ陵働ける場繰樹は植イ寸側抑磁て鰍ポ。トの内

部に徽充分帳し植付後4年目姪る囎このポ・ト醐す礫樹の版は搬1確す徽
鮒2欄頃のものが触の訓瞼に鰍するに髄蝋態となるを以つて此の賄1に於て撒
を騰せり・瑚難了簾徽びイ鰍の生長蹉異嬬めた徽・欝の中に鮪せらる、

窒勲力il算して糊捧を算出しLヒ較的短聞のうち鰍験を完了勧。

川㈱士及び須眠は肥料禾棚轍験の鑛源として聯3臥第5回縄嫉蹴轍馳
灯」喉鑛利縢聯3回は71・36％s第5附7・．8・％・1’tしてオ轍轍於ては前記のafl　g　t・lil

ELI　tcよ礫微び根物鑛も考慮にガへ期したる硫酸購の窒鋼騨は7、，36％1，して

種々の條件は異なるも偶然近似なる結果を得たり。

次に自給肥料として編顕なる人蘇及厩肥の螺の利鵬伽・所謂金肥砒1鮫して鋤

欄は施殿る鱗燃て肥効を現はし期分簾醐よ蜘捗1に棚徐々に禰れたるもの
睨るべく此の1縢伽帳をd’Yはざ徽從つて鱗の撒も勿ありたると考ふるものなり。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　摘　　　要

　1．熊本市出水町熊本縣獄業試験場に於ける洪積暦火山次土壌に於て下記窒素質肥料に就き

桑品種白芽魯桑を用ひ桑樹の窒素利用率試験を施行せる結果は次の如し。

　2．厩　肥：窒素利用率は23．83％にして肥効の出現遅く夏期施與せるものが翌春に至り肥

効を現はしたり・而して實膿家にて堆厩肥を施與する場合冬期よ晴期醐けて行ふを以つ

て本試験よりは多少窒素の利用も多かるべく實用的に施肥量を決定する場合は窒素利用率は

25％としても可ならん。

3・硫酸安母：窒素利用率は71・36％にして施肥量決定の場合は70％として計算して可な
り。

4・硝酸曹』達：窒素利用率は69・98％にして施肥量決定の場合は70％として可なり。

5．入糞尿：窒素利用率は35．32％にして施肥量決定の場合は35％として可なり。

6．大豆粕：窒素利用率は59，96％にして施肥量決定の場合60％として可なり。

　　　　　　　　　　　　　　　　（於　熊本縣翼業試験場）

　　　　　　　　　　　　　　　　　交　　　　献

（1）大櫛rp＝－fttl外5名；熊本縣翼業試験場報告3．7，379．昭和10年

（2）　川瀬惣次郎・i須田圭二；日本農藝化累會誌　8．630．719，昭和7年

（3）　農林省慧業試験揚；冨業試験場彙報　43．42，昭利7年

　　　　　　　　　　　　　　（受理　昭和10年7月30日）

昭和9年藤蟹期桑樹の生長

罐　　　1
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1轍表　　第1表　　牧穫彙（新鯉勿）

輝測

厩

肥

llgツ笹1
闘召III　8し年　　　　　　　　　　　　　　　　『　　　面i雪　　　　　　廟一才焉轟一　　　帽　　一一9　　　　　一　　『盗奪葺”一　』幽　一　　一　　　一

秋　　晩秋　　　　　麻
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　響＿＿＿

番號 @葉　　葉　　葉　1新梢i枝僚
秋　　晩秋

勢彗1葉

認／剥劃劉劉謡　劃聯1

1置

1燕験簸「轟哨

’1　’　　°　　・

9・　　9・　　9・
4　　ユ16　　114

7　　120　　107

15　　　ユユ8　　　117

8　7　118　0　112　7

　　1　　　　26　　　　31　　　　90　　　　31　　　　22　　　　51　　　　24

　　2　　　　　37　　　　51　　　　67　　　　ユ8　　　　28　　　　47　　　　22

　　3　　　　37　　　　34　　　　93　　　　20　　　　36　　　　35　　　　13

物33・338・7833123・028・744・319・7

27

26

19

24，0

135

158

125

139．3

127

128

120

125。0

　劃漁講團葱測謁㎜烈秦11

1暮葉離條講欝

　　　　9・　　9・　　9・
　　ヱ09　　　　20　　　230

　　118　　　　　27　　　　227

　　120　　　　34　　　235

　115．7　　　27，0

硫　　　1
酸　　　2
安
母　　　3

歴・挙均

硝
酸
曹

147　　35

137　　3S

128　　40
137．3　　37．7

130

108

　　96

111．3

35

42

46

41。0

ユ7

17

25

19、7

222

224

212

，219．3

　　186　　519

　　ユ86　　486

　　140　　441

1170・74S2・0

　14　　　171　　115　　408

　24　　　131　　　ユ33　　　440

　27　　　161　　　ユ35　　　450

21・7［154・3ユ28・0432・7

80

72

75

75，7

人

糞

尿

　　1

　　2

　　3

2ド均

169

125

124

139，3
　　　　J

コ91

180

171

180，7

179

170

163

170．7

劃轟劃還劇蕊漁議蕊到捌議

劃：；1器議議劃黒謝錨劃議

428　　169

432　　154

400　　146

420・Oi　1・56・3

230．7

262

286

245

264．3

357

361

318

345．3

286

264

296

282．0

288

315

2s6

296．3

314

309

298

307．O

β付表　 第2表　 新蕨看4勿100SvN　ll4水分澱

年　　　次

遜穫時期
牧　穫　物

調’照　廣

厩　肥　巌

硫酸努きF母1置

硝酸曹建1試

人糞尿置

穴豆粕磁

口召　　∠1罫三　　8　　」fl三

秋　「晩秋
一葉　　．」　tttt葉一一一一

1
67．66

67．72

73．43

69．68

72．42

71，79

63．12

66．78

71．01

71．27

68．23

69．09

llli　　　　　［　荊1　　　　　　9　　　　　　6i三　　　　　　　「　　1［t’t

一＿

K、．、1一碧r　ホ紅，L鷲．條　　　理§＿」　　i輕　　τr篠「厩乏太＊N］溜曙　根
＿一

@　　　．番と　　　　　　　　　秋　　｝晩　　秋　　　胃虎　験嚇一累璽　了　　餐菱

72，59

71，94

70，74

70．86

70．74

68，91

79．33

81。00

78．81

7S．28

77．87

77．58

54．S1

60，31

53．95

56．76

52．40

0「6，02

65．40

65，38

65，53

65，30

64，男9

65，80

62．53

62．58

62，90

62．78

62．76

62．08

60．5S

58．36

56．33

57，4S

61．09

58．24

52．75

55．コ，1

53．83

55．41

52。85

54．23

63．6G

65．43

65．27

63．01

63．27

6060
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附表　第3表　牧穫物中窒素盤

年　　 次 昭和8年　　　　　　　　昭　　　利　　　g　　　年
牧穫1麹一秋コFtPt－k－　　　　1一捌麻　　　秋　晩秋　試瞼絡了後
吹肇塑一＿一一蓑＿一＿嚢＿一一＿葉＿⊥漸…麹旦．猿．一修＿婁＿一．一．葉　嫁傑1株及木魍、細墾．

新鮮物100分中

封照匿
厩肥属
硫酸｛交母嘔

衛酸曹建颪

人糞尿匪

大豆粕旺

0，45　　　　0．59　　　　0．60　　　　0，29　　　　0．27　　　　0，50　　　　0，71　　　　0。34　　　　0，24　　　　0．2，5

0，52　　　　0，82　　　　0．68　　　　0，44　　　　0．28　　　　0．55　　　　0．75　　　　0．28　　　　0，26　　　　0．28

0．59　　　　0．S3　　　　0．52　　　　0，43　　　　0．24　　　　0．57　　　　0，75　　　　0，34　　　　0，22　　　　0．26

0．75　　　　0，97　　　　0．62　　　　0．40　　　　0．25　　　　0．56　　　　0．73　　　　0。2S　　　　O，25　　　　0，29

0．48　　　　0，71　　　　0．52　　　　0，39　　　　0．20　　　　0．6Z　　　　O，72　　　　0．27　　　　0．23　　　　0，26

・・56・・97・・53・・35・・2・…「4　［…5・・・…22・…

乾物100分巾

謝照　匿

厩肥硬
硫酸安億憾

硝酸曹建匿

人糞尿峨

大豆粕1麗

1．45

1，57

2。男2

2．47

L76

1．97

ユ，60

2．47

2．87

3．35

2．24

3。13

2，20

2．42

ユ．79

2．14

1，78

1．69

1．42

2．30

2．02

1，84

1，74

1，57

O．59

0．71

0．53

0．58

0。42

0．53

1．44

1．，58

1．66

1．61

1．71

1．58

1．90

2。00

2．02

1．96

1．92

1．97

O．86

0．67

0．78

0．67

0．70

0．72

O．50

0．57

0．48

0．55

0．49

0．49

0．70

0，81

0。74

0．79

0．70

0，75


